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「びわ湖カーボンクレジット倶楽部」のクレジット販売を開始！ 

国が認証する「Ｊ－クレジット制度」に登録されている「びわ湖カーボンクレジット倶楽部」

について、今般、ＣＯ₂排出削減量のクレジット化が認証されましたので、下記によりクレジッ

トの販売を行います。 

 

販売概要 

  クレジット種別・発行数量： 

 

 

 

 

 

 

 

 

  募集対象：クレジットを県内で使用する事業者、個人等 

  募集期間：令和７年２月４日（火）～２月２８日（金） 

  購入者の決定方法：購入希望者のうち、希望単価の高い順、希望数量の多い順に購入予

定者を決定（※） 

※一部クレジットは、県がすすめる事業の中でクレジット購入希望者に別途販売 

 

使途・効果 

  クレジットは、カーボンオフセットや各種企業活動報告、環境配慮のＰＲなどに使用す

ることができます。 

  クレジット化することによりＣＯ₂排出削減量を「見える化」するとともに、売却益を

ＣＯ₂ネットゼロ社会づくり推進基金に積み立て、ＣＯ₂ネットゼロにかかる啓発事業に活

用することで、ＣＯ₂ネットゼロムーブメントの拡大を図ります。 

  県内で生産したクレジットを、県内で活用することにより、クレジットの「地産地消」

を実現させ、地域経済の活性化につなげます。 

（裏面に続く） 

省エネ 再エネ 

ＬＥＤ 
コージェネレーショ

ンシステム 
太陽光発電設備 

２５３ t-CO₂ １０１ t-CO₂ ３８５ t-CO₂ 

合計：７３９ t-CO₂（※） 

記者発表資料 

（県 政） 



びわ湖カーボンクレジット倶楽部の仕組み 

  カーボンクレジットとは、ＣＯ₂排出削減量や吸収量を価値化したものであり、カーボ

ンオフセットや、企業活動報告等に使用することができます。 

  びわ湖カーボンクレジット倶楽部は、会員（加入者）が県の補助金を活用するなどによ

り省エネ化・再エネ導入を図ることで、ＣＯ₂排出を削減した量を県がとりまとめてクレ

ジット化する仕組みであり、びわ湖カーボンクレジット倶楽部クレジットとして、県が販

売します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は県ＨＰ「ゼロナビしが」をご覧ください。 

ゼロナビしが 



びわ湖カーボンクレジット倶楽部

クレジット販売【購入者募集】

滋賀県産Ｊ－クレジット

国が認証する「Ｊ－クレジット制度」に登録されている「びわ湖カーボン
クレジット倶楽部」について、この度、ＣＯ₂排出削減量のクレジット化が
認証されましたので、販売を行います。

県内でカーボンクレジットを使用
する事業者、個人（転売不可）

令和７年２月４日～２月２８日

合計739t-CO₂

「びわ湖カーボンクレジット倶楽部」クレジット購入申込書を募集期間
内にメールまたは郵送で下記申込先へ提出

• 最低売却単価（非公表）以上の希望単価を提示した方のうち、希望
単価が高い順、希望数量が多い順に購入予定者を決定（※）

• 購入予定者は県と売買契約締結後、指定する期日（令和７年３月末
頃）までに代金を納入

• 県が、Ｊ－クレジット登録簿上のクレジット移転（無効化）手続き
を行う

由来・発行数量

募集対象 募集期間

申込方法

購入者の決定方法

申し込み・問い合わせ先

滋賀県総合企画部CO₂ネットゼロ推進課
〒520－8577 滋賀県大津市京町四丁目1番1号
TEL：077-528-3494 MAIL：cg01＠pref.shiga.lg.jp

詳細は県ＨＰ
「ゼロナビしが」
でご確認ください

省エネ 再エネ

LED
コージェネレー
ションシステム

太陽光発電設備

253t-CO₂ 101t-CO₂ 385t-CO₂

※一部クレジットは、県がすすめる事業の中でクレジット購入希望者に別途販売



• カーボンオフセット
日常生活や企業等の活動で、どうしても発生してしまうCO₂を、森林による
吸収や省エネ設備への更新等により創出された他の場所の削減分（クレジッ
ト）で埋め合わせ（オフセット）する取組。
環境や地域への貢献をＰＲしたり、商品やサービスの差別化・ブランディン
グに利用できます。

びわ湖カーボンクレジット倶楽部とは？

クレジットの活用方法

由来 温対法 省エネ法
CDP
質問書

SBT RE100
SHIFT
事業

省エネ（LED・
コジェネ）

○ ○※1 × × × ○

再エネ（太陽光
発電）

○ ○※2 ○※3 ○※3 ○※3 ○

• 企業活動報告への活用
クレジットの由来により対応できるものが異なります。詳細はお問い合わせ
ください。

びわ湖カーボンクレジット倶楽部は、会員（加入者）が県の補助金を活用す
るなどにより省エネ化・再エネ導入を図ることでＣＯ₂排出を削減した量を、
県がとりまとめてクレジット化して販売します。その収益は県内のCO₂ネッ
トゼロにかかる啓発事業に活用することで、CO₂ネットゼロムーブメントの
拡大を図ります。

※1共同省エネルギー事業に限り使用可
※2定期報告における非化石エネルギー使用量の報告にのみ使用可
※3条件あり

• 環境貢献企業としてのＰＲ
ＣＳＲ活動のＰＲへの活用、環境意識の高い企業であることのＰＲ、県HP
掲載によるＰＲなどが期待できます。


